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１．はじめに

＜背景と課題認識＞

　信濃町の旧古間支館は、明治時代に建設された木造校舎であり、歴史的・文化的価値を有する建
物であるが、耐震性が確保されていないことから、平成24年度以降は一般利用を停止しており、現
在は未使用状態が続いている。
　一方で、当町が策定している「公共施設等総合管理計画」では、未使用公共施設の面積削減が求め
られており、当該施設の取り壊しも検討対象となっている。
　上記の通り、歴史的・文化的価値を持つ建造物であることから「保存したい住民の想い」　と「財政
的な合理性」が相反する中で、当町としては合意形成の場を設けながら、持続可能な方向性、解決
策を検討する必要がある。

＜取り組みの目的＞

　本取り組みは、単に公共施設の去就を決めることを目的とするのではなく、「町民がグリーントラ
ンスフォーメーション（GX）の視点を学び、自ら公共施設の利活用を事業化できるかを試す実験の
場」として位置付ける。
　結果として施設活用が成功しても、或いは最終的な判断として取り壊しとなっても、町に「GX的
な発想」と「地域づくり人材」が育つことを本プロジェクトの目的とする。



２．学習会実施概要

• 開催日程
第１回　11/29（土）　13：00-16：00　　　地域交流施設
第2回　　1/24（土）　13：00-16：00　　　地域交流施設
第3回　　2/21（土）　13：00-16：00　　　地域交流施設
第4回　　3/28（土）　13:00-16:00　　　 地域交流施設

• 参加者数
第1回　：　15名　＋　事務局　財政係　メンバー3名
第2回　：　17名　＋　事務局　財政係　メンバー3名
第3回　：　1３名　＋　講師2名　＋　事務局　財政係　メンバー3名
第4回　：　15名　＋　事務局　財政係　メンバー2名

• 実施内容
　第1回　：旧古間支館の見学ツアー後、ワークショップで見学の感想・アイデアを模造紙に記入して発表
　第2回　：参加者8名より旧古間支館の活用方法や制約条件、他自治体の訪問レポートの共有
　第3回　：PPP/PFI専門家による制度説明と事例解説、サウンディング調査の進め方に関する講演会

　　　　　　　　ワークショップで講演会の内容を受けて気づきや感じたことを共有
第4回　：これまでの学習会を通じた気づき等の発表と今後に向けた要望やこれから実施しようと

　　　　　　　　している事についての意見交換



学習会のスケジュール

フェーズ 主な内容 11
月

12
月

1
月

2
月

3
月

第1回WS
キックオフ

プロジェクト目的共有／オリエンテーション／
現場見学／アイデア出し

第2回WS
アイデア集約

グループによる利活用の提案
事例共有

第3回WS
事業モデル化

PPP/PFIの仕組みを学ぶ/事業モデル化

第4回WS
　まとめ

学習会に関するまとめ

11/29

1/24

2/21

3/28

２．学習会実施概要



３．第１回学習会の内容

第1回の
主な取り組み

• 従来、閉鎖となっている旧古間支館の現場確認ツアー

• ワークショップによるアイデア出し

信濃町全体の人口・財政・施設状況を確認
旧古間支館の課題（耐震・立地・老朽化）を共有
未利用施設の悪循環構造を認識
利活用の必要性について参加者と共通理解形成

・ワークショップで出た主なアイデア・意見 
（そのまま利用）　図書館　／　文化財で大学などの
合宿所　／　こども食堂　／映画撮影・ロケ地・コス
プレイヤーの撮影地　／　リサイクルセンター・ショッ
プ　／　こどもが集まれる場所　／　アパート・シェア
ハウス　／　結婚式　／研修施設 or 保養地　／複合
施設　／トレーニング施設　／　福祉施設　／地域食
材を使ったレストラン 
（一部利用）解体して建材を再利用，公園など 
（移築利用）観光地へ移築して利用（観光物産館）条
件付で売却 
（記録として残す）映像として残す 
・その他意見：町内アンケートで問いかけ 
 



３．第１回学習会の内容

　信濃町の状況や現在の古間支館に起きている悪循環の構造、また地域住民、事業者、行政の三方
にとって良い方向を見いだすことが重要であるという前提を持って学習会に臨むことで、参加者
から非常に活発で前向きな意見が多く、有意義な時間となった。



３．第2回学習会の内容

第2回の
主な取り組み

• 参加者からの提案発表

• 事務局から公共施設の状況と他自治体事例の共有

8名の参加者による利活用アイデアの発表
　・地域のニーズ把握と活用可能性の検討
　・公共施設の持続可能性について議論

参加者による提案内容
• 旧古間支館　建物所在地の土砂災害防止法の規制に

ついて
• 廃校校舎活用の現状と現状について
• 複合施設の具体的なレイアウト案
• Cinano Forest Cinemaの活用事例
• 分散移築再利用（外壁材）の提案
• 有志による保存会の立ち上げ
• 卒業制作：新しい風景の断片
• 分散移築再利用（外壁材）の提案
• 辰野町の小野図書館の視察内容の共有



＜旧古間支館の制約条件＞　

　土砂災害特別警戒区域：建築物が破壊しないような構造にしなければならない
　耐震状況　：耐震評点が低く、倒壊する可能性が高いとの判断

３．第２回学習会の内容



＜旧古間支館の活用方法＞　

３．第２回学習会の内容



＜旧古間支館の活用方法＞　

　参加頂いている皆様より、様々な有効
活用の方法について提案がありました。

３．第２回学習会の内容



＜事務局より公共施設の全国の状況と福知山市の事例共有＞　

３．第２回学習会の内容

　参加者が自ら調べて学習した内容や利活用の提案がなされ、全参加者が非常に興味深く発表を聞いて
いました。第3回では学びの機会として、PPP/PFIの専門家より講演会を頂く予定にしています。



３．第３回学習会の内容

第3回の
主な取り組み

• 専門家による官民連携（PPP/PFI）とサウンディング調査に関する講演会

• 利活用に関するワークショップ

・専門家の先生よりPPP/PFIの概要と他自治体の事例の共有
・PFIコンサルタントからPFIに向けた活用可能性
　調査（サウンディング）の進め方について説明
・その後のワークショップへ講師の先生方にもグループに
　入って頂き、利活用に関して話し合う機会を設けた

官民連携の講演会内容
• PPP/PFIの事業手法は多種多様
• PPP/PFIの事業類型：運営と収益(お金)の流れ
• PPP-RO、スモールコンセッションとは
• 廃校の利活用事例　
　　  ①「千葉県鋸南町旧保田小学校　⇒　道の駅保田小学校」
　　　②「兵庫県神戸市旧湊山小学校　⇒　NATURE STUDIO」
　    ③「新潟県長岡市旧島田小学校　⇒　和島トゥー・ル・モンド」

サウンディング調査の講演会内容
• PPP/PFIを実行するには



３．第３回学習会の内容

　講演会の中では、PPP/PFIの事業手法についても、詳しく触れられていました。
　数あるパターンの中から、当町の状況に合った事業手法や事業類型を選び、進めていく必要があ
ることを理解しました。



３．第３回学習会の内容

　専門家の先生のお話を受けて、参加者も事務局
側も知識が深まりました。その後、講演会の講師の
先生方にもワークショップに入って頂き様々な意
見交換がなされました。
　第4回は、最後の学習会になりますので、フリー
トークのような形で気づきや感じたことなどを発
表頂きながら、次年度に繋げていきます。



第4回の
主な取り組み

• これまでの振り返り

• 全員参加のワークショップ

・ワークショップ前半）　
町民の想い・要望や利活用に関して広く意見が出た
　・120年以上建っている姿をそのまま残したい
　・民間に無償譲渡などで姿をそのままで利用
　・古いという価値を理解した人に利用してほしい
　・今後の財政を考えた方向性・結論を出す

ワークショップ後半）
行政側から次年度にサウンディング調査を行ってい
く意向を伝えた上で、サウンディング調査の条件な
どを広く意見を出して頂いた
　・町民だけでなく、町外の人も利用できる施設
　・行政プロセスは時間が掛かるので、暫定的にそ　　
　　の間利活用できることを広報してはどうか、と
いった意見も出ていた。
 

参加者全員で車座となって哲学対話の手法で
意見交換を行った。

　・これまでの学習会を通じて気づきや思ってい
る事、感じていることなどの共有

・（行政側として次年度にサウンディング調査を
進めようとしていることを伝えた上で）

今後、何か行動しようとしていること、周囲に求
めたい行動、その他ご要望などの共有

３．第4回学習会の内容



ワークショップ（前半）：これまでの学習会を受けての気づき、感じたこと

　参加者からは、これまで学習会で学んできた内容や気づき、思ったことなどを積極的に意見を出
して頂きました。また将来的な町財政の状況を配慮した発言なども多く見られ、今後のまちづくり
や行政サービスに関するご意見が多く出ておりました。

３．第4回学習会の内容



ワークショップ（後半）：サウンディング調査を進めるにあたり、要望などの意見交換

　後半はサウンディング調査を進めるにあたって、要望する事項について多く発言が得られました。
また決定までに時間も要することから、暫定的な利用についての意見や有志グループを作り、旧古
間支館の草刈りやイベント協力など前向きな意見も多く頂きました。

３．第4回学習会の内容



4．学習会での主な議題と成果

【主な議題】

・旧古間支館の歴史的・文化的価値と保存を求める声

・公共施設の縮小目標との整合性

・利活用の方向性（地域コミュニティ施設としての可能性、観光資源化、民間活用など）

【町民意見の共有】

・「建物を保存して何らかの形で活用したい」という意見が多数

・町民・行政・事業者の三方よしとなる前提で「どういった利活用ができるか」を全員で議論

・学習会に集まるメンバーが主体となって、何かできないかという意見も出ている

【学習会の中間成果】

・遊休公共施設に対する住民の想いと地域活性化に繋げる具体案のアイデアが参加者より提言された。

・町民の意思として、建物を何かしら活用したいという声から、自分たちで保全する声も上がってきており、　　

　機運醸成が高まってきている。

・民間活用やPPP/PFIに対する制度を学び、サウンディング調査といった方向性があることを理解できた。



5.次年度の方向性

1. 信濃町として、旧古間支館に関するサウンディング調査を進める。

2. サウンディング調査を進めていくにあたり、町としての要望事項をまとめ、民間事業者と条件
を擦り合わせていく。

3. サウンディング調査を進めていくことと今後の方向性が決定するまでの暫定期間においても、
町民が普通財産である旧古間支館をイベント等による活用ができるよう、広報や町ホームペー
ジで周知していく。

4. 旧古間支館についてサウンディング調査の結果、有効な利活用が出てこない場合は、解体撤
去もしくは、新たに建設する公共施設の建材等の一部利用なども視野に入れて検討する。

5. あらゆる媒体や経営・財務マネジメント強化事業のアドバイザーや地域金融機関とも連携し、
信濃町のその他遊休公共施設の有効活用を求めていることを広く周知していく。




